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平
成
26
年
第
２
回
定
例
会

平
成
26
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
６
月
27
日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

本
定
例
会
に
は
、
委
員
会
提
出
議
案
を
含
む
25
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て

原
案
の
と
お
り
同
意
・
可
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
11
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
当
面
の
行
政
課
題
を
質
し
ま
し
た
。

　工事請負契約の締結について
・麻生津簡易水道区域拡張（その 1）工事  契約金額 407,592,000 円

・市道調月三和線道路新設改良その3工事  契約金額699,732,000円

・市道調月三和線道路新設改良その4工事  契約金額456,512,760円

・竜門小学校校舎等改築工事  契約金額 1,150,794,000 円

農
業
振
興
団
体
活
動
支
援
事
業
（
126
万
９
千
円
）

耕
作
放
棄
地
を
市
民
参

加
型
ス
マ
ー
ト
フ
ァ
ー
ム

と
し
て
活
用
し
、
農
業
の

再
生
か
ら
芋
の
栽
培
、
発

電
を
体
験
し
、
農
業
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
を
学
ぶ

こ
と
で
市
民
交
流
に
よ
る

地
域
農
業
の
活
性
化
を
は

か
る
。

就
学
支
援
体
制
構
築
事
業
（
349
万
５
千
円
）

早
期
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
２
名
雇
用
し
、
管
内
の
園
児
に
関

す
る
情
報
収
集
や
保
護
者
へ
の
就
学
相
談
を
行
い
、
就
学
指
導
や
小
学

校
段
階
へ
と
活
用
で
き
る
個
別
の
教
育
支
援
計
画
を
作
成
す
る
。

ま
た
、
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の
特
別
支
援
教
育
研
修
の
実
施
や
保
護

者
向
け
啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
。

主
な
議
決
事
項

・
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

（
４
件
）

・
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て（

２
件
）

・
最
上
、
神
田
、
市
場
、
元
財
産
区
管
理
委
員
の

選
任
に
つ
い
て

・
調
月
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
に
つ
い
て（

７
件
）

・
平
成
26
年
度
紀
の
川
市
調
月
財
産
区
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て

・
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

・
紀
の
川
市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止
に
つ
い
て

（
２
件
）

平
成
26
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）（
補
正
額 

８
千
176
万
６
千
円
）

空中栽培装置にイモ苗を植え付ける
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◯ 軽自動車税の見直し（平成２７年度から）

ただし、軽四輪等の税率の引き上げは、平成２７年度以降に新規取得した分に限る。

改正前 改正後 引き上げ率

四輪の自家用乗用車 7,200円 ⇒ 10,800円 1.5 倍

四輪の自家用貨物車 4,000円 ⇒ 5,000円 1.25 倍

原動機付自転車（50cc 以下） 1,000円 ⇒ 2,000円
1.5 倍

（最低 2,000円）
原動機付自転車（50cc 超～ 90cc 以下） 1,200円 ⇒ 2,000円

軽二輪（125cc 超～ 250cc 以下） 2,400円 ⇒ 3,600円

農耕作業用（バインダー、稲刈り機等） 1,600円 ⇒ 2,000円
1.25 倍

その他のもの（フォークリフト等） 4,700円 ⇒ 5,900円

紀の川市税条例の一部改正について

農耕作業用の車にも
ナンバーをつけましょう！

意　見　書

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書

☆ 世間をお騒がせの話題に注目！ ☆

（要旨）
ウイルス性肝炎が重篤化した肝硬変・肝がん患者は、高額の医療費を負担せざるを得ないだけでなく、
就労不能の方も多く、生活に困難をきたしています。
また、肝硬変を中心とする肝疾患も身体障害者福祉法上の障害認定（障害者手帳）の対象とされてはい
るものの、医学上の認定基準がきわめて厳しいため、亡くなる直前でなければ認定されないといった実態
が報告されています。
よって、国においては、肝硬変・肝がん患者に対する医療費助成を含む生活支援について、新たな具体
的措置を早急に講じるよう強く求めるものである。

（提出先）
衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・厚生労働大臣

可決【全員賛成】

世間では、政務活動費の取り扱いが問題となっておりますが、当市議会では、
合併当初から政務活動費はありません。

紀の川市議会だより　No.30　平成26年［2014］
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市 政 を 問 う

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。

なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。

くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課までお問い

合わせください。（TEL 0736−77−0860）

太田加寿也　議員
　・紀の川市も「２０４０年消滅可能性都市」に
　　入っているが、紀の川市として今後の取り組
　　みについて
　・紀の川市の未来を支える子どもや若者を育て
　　る教育環境の整備について

仲谷　妙子　議員
　・水害対策について

石井　　仁　議員
　・介護保険制度について
　・生活つなぎ資金貸付事業の創設について

西川　泰弘　議員
　・市内の学校（小学校）には二学期制と三学期
　　制のところがあるが、今後どうするのか
　・今後、基幹産業である紀の川市の農業の振興
　　について

中尾太久也　議員
　・地域のコミュニティ対策について

森田　幾久　議員
　・紀の川市の今後

舩木　孝明　議員
　・農業問題について
　・太陽光発電（メガソーラー）について
　・子ども子育て支援事業計画について

大谷さつき　議員
　・生涯学習関係施設の使用料を納付し易く
　・「おもてなしトイレ」を増やして

並松　八重　議員
　・防災行政無線の難聴対策について
　・移動式赤ちゃんの駅導入について

榎本　喜之　議員
　・備品・機材の管理について
　・消防器具の盗難対策について

坂本　康隆　議員
　・住民票等の第三者取得に係る「本人通知制
　　度」について
　・民間事業者等との災害協定について

紀の川市議会だより　No.30　平成26年［2014］
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合
併
特
例
債
が
間
も
な

く
終
了
す
る
な
か
で
の
今
後

の
財
政
見
込
み
は
。

起
債
の
償
還
額
の
ピ
ー

ク
は
、
平
成
28
年
度
で
約

50
億
円
で
あ
る
。

普
通
交
付
税
の
特
例
措

置
が
、
平
成
28
年
度

以
降
に
減
額
し
、
平

成
32
年
度
に
終
了
す

る
こ
と
で
多
額
の
一

般
財
源
が
減
少
す
る

見
込
み
で
あ
る
。

市
有
地
財
産
の

活
用
及
び
売
却
に
つ

い
て
、
公
売
し
て
も

売
れ
な
い
現
状
か
ら
、
財
源

確
保
の
た
め
に
も
、
公
売
価

格
を
下
げ
て
の
売
却
を
考
え

て
は
。

ま
た
、
粉
河
支
所
の
方

向
性
を
早
急
に
決
定
し
、
民

借金返済のピーク！

農
業
の
後
継
者
不
足
と

耕
作
放
棄
地
が
増
え
て
い
る

が
、
今
後
の
対
策
は
。

農
業
就
業
人
口
は
年
々

減
少
し
、
特
に
中
山
間
地
域

に
お
い
て
は
、
今
後
５
～
10

年
先
を
考
え
る
と
か
な
り
厳

し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

こ
れ
以
上
耕
作
放
棄
地

を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、
就

農
希
望
者
と
の
相
談
業
務
や

農
業
後
継
者
の
育
成
を
市
と

地
域
が
一
体
と
な
り
行
い
、

ま
た
青
年
就
農
給
付
金
な
ど

の
補
助
金
を
最
大
限
活
用
し
、

全
力
を
上
げ
て
耕
作
放
棄
地

解
消
に
取
り
組
む
。

間
の
活
用
見
込
み
の
あ
る
粉

河
分
庁
舎
用
地
を
住
宅
用
地

に
す
る
か
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ

ル
業
界
へ
無
償
で
貸
し
て
は
。

公
売
に
つ
い
て
は
、
参

加
者
が
な
い
場
合
は
、
再
度

入
札
を
行
う
予
定
で
あ
る
が
、

次
も
参
加
者
が
な
い
場
合
、

最
低
公
売
価
格
の
再
検
討
や

他
の
方
法
で
の
売
却
も
含
め

柔
軟
な
対
応
を
し
て
い
く
。

粉
河
分
庁
舎
用
地
は
、

有
効
活
用
プ
ラ
ン
を
検
討
で

き
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

粉
河
支
所
の
在
り
方
の
検
討

を
進
め
て
い
く
段
階
で
協
議

し
て
い
く
。
活
用
方
法
が
な

い
と
決
定
す
れ
ば
、
売
却
も

検
討
し
て
い
く
。

紀
の
川
市
特
産
物
の
Ｐ

Ｒ
を
兼
ね
た
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
取
組
み
に
よ
る
財
源
確

保
を
考
え
て
は
。

例
え
ば
、
１
万
円
の
寄

付
を
し
た
場
合
、
所
得
税
・

原
発
事
故
以
来
話

題
と
な
っ
て
い
る
太

陽
光
発
電
を
農
地
や
、

市
が
所
有
し
て
い
る

ご
み
焼
却
場
跡
な
ど

の
遊
休
地
に
設
置
し

て
は
。

一
種
農
地
へ
の
太
陽
光

発
電
の
設
置
は
、
現
状
で
は

原
則
許
可
で
き
な
い
。

営
農
し
な
が
ら
そ
の
農

地
の
上
の
空
間
へ

の
発
電
設
備
の
設

置
は
、
三
年
更
新

の
一
時
転
用
が
可

能
だ
が
、
更
新
時

に
収
穫
量
の
減
少

割
合
な
ど
、
継
続

許
可
の
可
否
が
判

断
さ
れ
、
ハ
ー
ド

ル
が
高
く
、
リ
ス

ク
も
高
い
と
考
え

る
。設

置
前
に
、

固
定
資
産
税
・
相

続
税
の
将
来
負
担

も
合
わ
せ
て
、
十

分
調
査
・
検
討
が

必
要
で
あ
る
。

市
民
税
の
税
額
控
除
額
８
千

円
を
差
し
引
く
と
、
寄
付
を

さ
れ
た
方
の
負
担
が
２
千
円

と
な
る
こ
と
か
ら
、
全
国
的

に
は
、
２
千
円
以
上
の
特
産

品
を
贈
る
な
ど
し
て
、
特
典

に
よ
り
寄
付
を
募
っ
て
い
る

の
が
現
状
で
あ
る
。

財
源
確
保
の
ほ
か
、
こ

の
制
度
を
利
用
し
、
当
市
の

魅
力
を
発
信
す
る
と
い
う
意

味
で
、
観
光
・
商
工
一
体
と

な
っ
た
市ま

ち

づ
く
り
に
関
係
す

る
部
局
、
機
関
と
協
議
し
て

い
く
。

　
来
年
11
月
に
紀
の
海
広

域
ご
み
処
理
施
設
が
稼
動
す

れ
ば
、
市
内
の
各
ご
み
処
理

施
設
は
解
体
撤
去
す
る
こ
と

に
な
る
。

貴
桃
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
や
粉
河
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
跡
に
太
陽
光
発
電
を
設
置

す
る
と
な
る
と
、
山
間
部
の

た
め
日
照
時
間
が
問
題
と
な

り
採
算
性
に
乏
し
い
。

他
の
有
効
利
用
を
関
係

機
関
と
協
議
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と

納
税
者
に
桃
を

市
の
農
業
対
策
は

森田　幾久　議員

舩木　孝明　議員

問

問

問

問

問

 

答
　
　
　
　
　
総
務
部
長

 

答
　
　
　
　
　
総
務
部
長

 

答
　
　
　
市
長
・
総
務
部
長

太陽光発電を

 

答
　
　
　
　
　
市
民
部
長

 

答
　
　
　
農
林
商
工
部
長

 

答 

　
農
業
委
員
会
事
務
局
長

特産品のひとつ「桃」

メガソーラー
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防
災
行
政
無
線

が
聞
こ
え
な
い
お
宅

に
対
し
て
、
戸
別
受

信
機
が
配
布
さ
れ
て

い
る
が
、
デ
ジ
タ
ル

化
に
移
行
す
れ
ば
使

え
な
く
な
る
。

デ
ジ
タ
ル
用
の

戸
別
受
信
機
を
全
戸

配
布
す
る
費
用
に
比

べ
れ
ば
、
自
動
応
答

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
が
安
価
で

あ
る
。
そ
の
サ
ー
ビ
ス
を
導

入
す
る
際
に
は
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
方
式
を
検
討
す
べ
き
で

は
。デ

ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
、

本
年
度
か
ら
基
本
設
計
を
実

施
し
、
平
成
34
年
10
月
ま
で

に
新
規
格
の
設
備
に
更
新
し

て
い
く
の
で
、
自
動
応
答
サ

ー
ビ
ス
の
導
入
は
、
デ
ジ
タ

ル
化
の
際
に
導
入
す
る
こ
と

が
適
切
、
効
率
的
で
あ
る
。

無線放送の難聴対策は

生
涯
学
習
関
係
施

設
で
は
、
学
習
を
通

じ
て
、
多
く
の
方
が

交
流
し
て
い
る
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
の
た
め
に
、
施

設
先
の
申
込
み
時
に

使
用
料
を
窓
口
払
い
、

ま
た
は
コ
ン
ビ
ニ
払

い
に
で
き
な
い
の
か
。

コ
ン
ビ
ニ
払
い
は
便
利
だ

が
、
収
納
シ
ス
テ
ム
の
構
築

が
必
要
と
な
り
、
保
守
点
検

な
ど
に
多
額
の
経
費
が
か
か

る
。利

便
性
を
考
慮
し
、
本
年

４
月
１
日
か
ら
窓
口
払
い
が

で
き
る
の
で
、
今
後
周
知
徹

底
す
る
。

県
の
「
お
も
て
な
し
ト

イ
レ
大
作
戦
」
の
一
つ
と
し

て
、
地
域
か
ら
の
要
望
に
よ

り
、
和
歌
山
電
鐵
貴
志
川
線

の
「
大
池
遊
園
駅
」
前
に
快

適
な
ト
イ
レ
が
完
成
し
た
。

Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線
無
人
駅

の
下
井
阪
・
紀
伊
長
田
駅
に

は
ト
イ
レ
が
な
く
、
設
置
要

望
が
あ
る
。

ま
た
、
一
日
の
乗
降
客

が
市
内
で
一
番
多
い
粉
河
駅

の
ト
イ
レ
は
老
朽
化
し
て
い

る
。来

年
開
催
の
紀
の
国
わ

か
や
ま
国
体
の
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
会
場
に
近
く
、
多
く
の
利

用
客
が
見
込
ま
れ
る
な
か
、

早
急
に
改
修
し
て
は
。

Ｊ
Ｒ
和
歌
山
線
で
は
、

ト
イ
レ
付
電
車
を
運
行
し
て

い
る
た
め
、
無
人
駅
へ
の
ト

イ
レ
設
置
計
画
は
な
い
が
、

今
後
駅
環
境
を
整
え
る
べ
く
、

引
き
続
き
県
と
連
携
し
て
Ｊ

Ｒ
に
要
望
し
て
い
く
。

粉
河
駅
構
内
の
ト
イ
レ

改
修
は
、
来
年
の
国
体
の
開

想
定
外
の
災
害
の
発
生

に
備
え
、
早
急
に
防
災
行
政

無
線
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
、

自
動
応
答
サ
ー
ビ
ス
導
入
で

市
民
が
正
確
な
情
報
の
共
有

を
。デ

ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

は
国
の
方
針
等
で
遅
れ
て
い

る
状
況
だ
が
、
着
実
に
デ
ジ

タ
ル
化
を
進
め
な
が
ら
、
自

動
応
答
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

催
に
間
に
合
う
よ
う
に
本
年

度
か
ら
改
修
を
行
う
と
Ｊ
Ｒ

か
ら
聞
い
て
い
る
。

「
和
歌
山
線
活
性
化
対

策
委
員
会
」
の
会
長
と
し
て
、

無
人
駅
へ
の
ト
イ
レ
の
設
置

実
現
に
今
後
と
も
県
企
画
部

と
も
相
談
し
、
検
討
し
て
い

く
。

子
育
て
支
援
と
し

て
乳
幼
児
を
も
つ
家

族
が
安
心
し
て
外
出

で
き
る
環
境
作
り
の

為
、
野
外
で
の
イ
ベ

ン
ト
等
で
利
用
可
能

な
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん

の
駅
無
料
貸
出
し
を

し
て
は
。

住
民
の
方
か
ら
の

要
望
も
な
く
、
今
あ

る
施
設
で
対
応
で
き
て
い
る
。

移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅

は
空
調
管
理
が
で
き
な
い
欠

点
が
あ
り
、
野
外
で
の
イ
ベ

ン
ト
等
に
は
空
調
が
あ
る
車

を
用
意
し
て
対
応
し
て
い
る

が
、
市
民
の
ニ
ー
ズ
等
を
調

査
し
て
対
応
し
て
い
く
。

大谷さつき　議員

並松　八重　議員

問

問

問

無
人
駅
に
も
ト
イ
レ
を

使用料を納付しやすく
問

問

 

答
　
　
　
　
　
教
育
部
長

 

答
　
　
　
　
　
企
画
部
長

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長
 

答
　
　
　
　
　
総
務
部
長

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

子育て家族を支えよう

移動式赤ちゃんの駅

おもてなしトイレの増設を！

 

答    

保
健
福
祉
部
長
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市
が
所
有
し
て
い
る
備

品
・
機
材
が
た
く
さ
ん
あ
り
、

無
駄
に
な
っ
て
い
な
い
か
。

備
品
や
機
材
を
一
括
管

理
し
、
日
頃
の
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
、
管
理
を
す
る
部
署
を
設

置
す
れ
ば
、
経
費
削
減
が
可

能
で
は
。

備
品
・
機
材
は
、
所
管

す
る
課
で
管
理
し
、
そ
の
デ

ー
タ
に
つ
い
て
は
管
財
課
で

管
理
を
行
っ
て
い
る
。

新
庁
舎
開
庁
に
伴
い
、

共
有
化
が
進
ん
で
き
て
い
る

と
考
え
る
が
、
よ
り
効
果
的
、

効
率
的
な
方
法
に
向
け
調
査

研
究
す
る
。

実
行
委
員
会
管
理
備
品

な
ど
も
多
数
あ
る
の
で
は
。

倉
庫
が
足
り
な
い
の
な
ら
、

住
民
票
等
の
虚
偽
の
代

理
不
正
取
得
の
抑
止
を
は
か

る
本
人
通
知
制
度
の
導
入
後

の
状
況
、
よ
り
実
効
性
の
あ

る
通
知
制
度
に
す
る
た
め
の

活
動
は
、
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

平
成
25
年
４
月
よ
り
実

施
、
平
成
26
年
５
月
末
で
101

名
の
登
録
と
７
件
の
通
知
が

あ
る
。

不
正
取
得
の
発
覚
は
な

く
、
本
人
通
知
の
周
知
は
広

報
「
紀
の
川
」
６
月
号
に
も

掲
載
し
て
い
る
。

登
録
者
が
大
変
少
な
い

状
況
な
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
周
知
啓
発
に
努
め

て
い
き
た
い
。

大
型
の
倉
庫
の
建
設
を
し
て

は
。管

財
課
の
把
握
し
て
い

な
い
資
機
材
も
多
数
あ
り
、

関
係
各
課
と
協
議
調
整
す
る
。

倉
庫
建
設
は
、
そ
の
中
で
必

要
性
を
判
断
す
る
。

市
に
お
い
て
、

消
火
栓
ボ
ッ
ク
ス
内

の
消
防
器
具
の
盗
難

の
現
状
と
被
害
額
は
。

ま
た
、
盗
難
防
止
対

策
は
。

　
5
月
末
日
現
在
、

消
防
用
ノ
ズ
ル
191
本

な
ど
が
被
害
に
あ
い
、

被
害
額
と
し
て
127
万
５
千
800

円
と
な
っ
て
い
る
。

被
害
届
の
提
出
を
行
い
、

消
防
団
に
よ
る
ホ
ー
ス
と
消

防
用
ノ
ズ
ル
の
結
合
や
、
職

員
に
よ
る
早
朝
パ
ト
ロ
ー
ル
、

一
部
に
は
防
犯
ブ
ザ
ー
の
設

置
な
ど
の
対
策
を
し
て
い
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入
で

住
民
票
戸
籍
等
手
続
き
や
各

種
シ
ス
テ
ム
の
変
化
と
今
後

の
進
め
方
は
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に

よ
り
添
付
書
類
等
が
省
略
で

き
る
。

平
成
28
年
１
月
か
ら
個

人
番
号
の
利
用
が
開
始
、
平

成
29
年
１
月
か
ら
国
の
機
関
、

７
月
を
め
ど
に
地
方
公
共
団

体
に
連
携
さ
れ
る
。

円
滑
な
運
用
に
向
け
て

取
り
組
む
。

扉
を
開
け
る
と
ピ
ン
が

抜
け
、
音
が
鳴
る
防
犯
ブ
ザ

ー
な
ら
安
価
で
効
果
的
で
は
。

全
国
的
に
多
発
し
て
い

る
盗
難
事
件
で
も
あ
る
の
で
、

他
府
県
、
他
市
町
村
の
対
策

を
調
べ
、
早
急
に
研
究
し
て

は
。消

火
栓
ボ
ッ
ク
ス
に
鍵

を
か
け
る
わ
け
に
も
い
か
ず

苦
慮
し
て
い
る
。
岩
出
署
と

の
連
携
強
化
、
市
民
へ
の
情

報
提
供
の
依
頼
、
防
犯
カ
メ

ラ
の
増
設
な
ど
考
え
て
い
る
。

防
犯
ブ
ザ
ー
を
取
り
付

け
、
近
隣
住
民
の
協
力
を
得

る
の
も
効
果
的
だ
と
思
う
。

火
災
時
に
は
無
く
て
は

な
ら
な
い
道
具
で
あ
る
。
換

金
場
所
の
追
究
も
含
め
警
察

に
も
お
願
い
し
て
い
く
。

民
間
災
害
協
定

の
締
結
状
況
は
。

災
害
物
資
の
調
達

な
ど
は
、
Ｊ
Ａ
な
ど

14
企
業
や
団
体
と
協

定
締
結
、
医
療
救
護

や
医
薬
品
は
、
那

賀
医
師
会
な
ど
３

団
体
と
締
結
し
て
い

る
。

実
際
に
災
害
発
生
の
時

に
、
協
定
ど
お
り
対
応
で
き

る
の
か
、
再
確
認
が
必
要
で

は
。

協
定
内
容
の
再
確
認

や
見
直
し
は
、
可
能
な

も
の
は
毎
年
実
施
し
て

い
る
。

当
市
防
災
総
合
訓
練

を
通
じ
、
実
証
す
る
と

と
も
に
、
協
定
が
有
効

に
機
能
す
る
よ
う
随
時

見
直
し
て
い
く
。

無
駄
な
く
管
理

窓
口
・
不
正
請
求
に
要
注
意

榎本　喜之　議員

坂本　康隆　議員

問問

問

問

問

問

問

問
 

答
　
　
　
　
　
総
務
部
長

 

答
　
　
　
　
　
総
務
部
長

 
答
　
　
　
　
　
総
務
部
長

防犯ブザーで対抗を！

 

答      

総
務
部
長

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

 

答
　
　
　
　
　
市
民
部
長

 

答
　
　
　
　
　
企
画
部
長

進む民間との災害協定

 

答      

総
務
部
長

 

答         

総
務
部
長

防犯ブザー付消火栓ボックス
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市
内
の
樋
門
樋
管
と
排

水
機
場
の
状
況
・
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
、
ま
た
最
近
の
水
害
の

状
況
と
そ
の
対
応
は
。

　
国
交
省
管
理
樋
門
は
30

ヶ
所
、
市
管
理
樋
門
は
９
ヶ

所
あ
り
、
国
交
省
管
理
樋
門

は
市
が
国
か
ら
管
理
委
託
を

受
け
、
市
管
理
樋
門
は
、
市

が
直
接
２
名
な
い
し
３
名
の

方
に
操
作
を
委
託
し
て
い
る
。

排
水
機
場
は
、
桃
山
管

内
に
４
ヶ
所
、
那
賀
管
内
に

３
ヶ
所
あ
り
、
操
作
に
つ
い

て
は
地
元
消
防
団
に
委
託
し
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
、
７
ヶ
所

全
部
を
専
門
の
業
者
に
委
託

し
て
お
り
、
年
１
回
出
水
期

前
に
保
守
点
検
を
し
て
い
る
。

昨
年
の
９
月
15
日
か
ら

16
日
の
台
風
に
よ
る
浸
水
の

際
に
は
、
避
難
所
を
開
設
し
、

28
世
帯
が
避
難
し
た
。

合
併
時
の
人
口

に
対
し
４
千
人
以
上

減
少
し
、
な
お
減
り

続
け
て
い
る
状
況
に
、

ど
う
取
り
組
ん
で
い

く
の
か
。

国
の
人
口
減
少

が
進
む
な
か
、
本
市

も
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
将
来
人
口
を

７
万
人
と
設
定
し
、
「
い
き

い
き
と
力
を
合
わ
せ
た
ま
ち

づ
く
り　

夢
あ
ふ
れ
る
紀
の

川
市
」
実
現
を
目
指
し
、
子

育
て
支
援
、
高
齢
者
の
生
活

支
援
策
、
ま
た
若
者
た
ち
が

住
み
た
い
と
思
え
る
教
育
・

子
育
て
・
住
宅
環
境
整
備
な

ど
、
様
々
な
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。

ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
Ｈ
Ｐ
や
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
な
ど
を
最
大
限
に
活
用
し
、

当
市
の
魅
力
を
全
国
に
発
信

し
て
い
く
。

当
市
の
観
光
・
産
業
の

宣
伝
塔
と
し
て
「
道
の
駅
」

を
設
置
し
て
は
。

京
奈
和
道
の
開
通
が
地
域

の
産
業
振
興
の
起
爆
剤
に
な

る
と
考
え
る
が
、
反
面
、
国

道
24
号
沿
い
は
交
通
量
減
な

ど
の
影
響
に
よ
る
商
工
業
環

境
の
悪
化
を
危
惧
し
て
い
る
。

「
道
の
駅
」
の
設
置
は
、

当
市
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
や
観

光
へ
の
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト

に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、

機
能
を
発
揮
す
る
に
は
、
常

に
利
用
者
の
立
場
で
快
適
に

使
用
で
き
る
環
境
の
維
持
管

理
が
必
要
と
い
う
課
題
も
あ

る
。耐

震
補
強
を
済
ま
せ
た

校
舎
以
外
の
施
設
や
設
備
は
、

改
修
や
安
全
対
策
が
な
さ
れ

て
い
る
か
。

現
在
、
耐
震
補
強
を
最

優
先
で
実
施
し
て
お
り
、
次

に
市
民
の
避
難
場
所
と
な
る

排
水
機
場
の
今
後
の
計

画
は
。

国
営
総
合
農
地
防

災
事
業
で
緊
急
性
の

高
い
箇
所
よ
り
順
次

施
工
し
て
い
く
。

丸
栖
排
水
機
場
、

中
貴
志
排
水
機
場
が

新
た
に
設
置
さ
れ
る

計
画
で
あ
る
。

紀
の
川
と
貴
志
川
の
水

位
が
高
く
な
っ
た
時
、
根
本

的
な
紀
の
川
の
水
害
対
策
は
。

紀
の
川
上
流
の
大
滝
ダ

ム
等
に
よ
り
洪
水
調
整
を
し

て
い
る
状
況
で
あ
る
。
流
下

能
力
を
高
め
る
方
策
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
狭
窄さ

く

部
対
策

と
し
て
岩
出
井
堰
の
改
修
が

根
本
的
な
解
消
だ
と
思
う
。

国
交
省
で
は
既
に
調
査

員
が
予
算
化
さ
れ
、
事
業
実

施
に
向
け
た
取
り
組
み
が
さ

れ
て
い
る
。

体
育
館
の
耐
震
化
を

進
め
る
計
画
で
あ
る
。

ト
イ
レ
の
改
修
、

遊
具
の
補
修
点
検
、

消
耗
品
費
の
確
保
な

ど
に
つ
い
て
は
、
児

童
生
徒
が
安
心
し
て

学
校
生
活
を
送
れ
る

よ
う
予
算
の
有
効
的

な
配
分
に
勤
め
て
い

る
が
、
要
望
も
多
い

た
め
学
校
現
場
に
出

向
き
、
緊
急
性
の
高

い
と
こ
ろ
か
ら
実
施
し
て
い

る
。

岩
出
井
堰
の
改
修
が
一

番
だ
と
思
う
。
現
在
、
国
交

省
・
農
水
省
に
要
望
中
で
あ

る
。平

成
27
年
度
は
設
計
に

取
り
組
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
し
た
い
。

太田加寿也　議員

仲谷　妙子　議員

問

問問

人口減少に歯止めを！

学校教育環境の整備を

問

問問

 

答      

企
画
部
長

 

答
　
　
　
農
林
商
工
部
長

 

答
　
　
　
農
林
商
工
部
長

 

答
　
　
　
　
　
建
設
部
長

 

答
　
　
　
　
　
総
務
部
長

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

水害対策は

水害にあった調月地区

 

答
　
　
　
　
　
教
育
部
長

さびて危険な遊具
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国
会
で
「
医
療
・
介
護

総
合
推
進
法
」
が
審
議
さ
れ

て
い
る
。
介
護
保
険
事
業
へ

の
影
響
は
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
入
所
要
件
を
要
介
護
３
以

上
に
制
限
す
る
こ
と
に
つ
い

て
、
改
正
案
で
は
、
特
養
以

外
で
の
生
活
が
著
し
く
困
難

な
場
合
に
は
、
入
所
を
認
め

る
こ
と
が
適
当
、
と
さ
れ
て

お
り
、
特
に
影
響
が
あ
る
と

は
考
え
て
い
な
い
。

要
支
援
の
訪
問
介
護
と
通

所
介
護
を
保
険
給
付
か
ら
外

し
、
市
町
村
の
地
域
支
援
事

業
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

上
限
額
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、

今
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
量
が
す

べ
て
補
え
ら
れ
る
か
懸
念
し

て
い
る
。
平
成
29
年
度
ま
で

に
協
議
し
て
い
き
た
い
。

市
内
の
小
学
校
に
は
、

二
学
期
制
と
三
学
期
制
の
と

こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
の
現
状

を
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

二
つ
の
制
度
に
は
、
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。し

か
し
メ
リ
ッ
ト
は
生

か
し
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
は
、
各
学
校
の
工
夫
、
改

善
に
よ
っ
て
解
消
さ
れ
、
混

乱
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。

す
で
に
合
併
し
て
か
ら

８
年
あ
ま
り
経
過
し
た
。
ど

ち
ら
の
制
度
に
す
る
に
し
て

も
、
そ
ろ
そ
ろ
教
育
委
員
会

で
議
論
を
始
め
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。
（
教
職
員
を

含
め
た
意
識
改
革
の
た
め
に

も
）

今
後
市
町
村

の
裁
量
に
ゆ
だ

ね
ら
れ
る
部
分

が
拡
大
し
て
く

れ
ば
、
市
町
村

に
よ
っ
て
受
け

ら
れ
る
サ
ー
ビ

ス
が
異
な
る
と

い
う
事
態
が
広
が
っ
て
く
る
。

ど
う
安
心
し
て
送
れ
る
高
齢

期
に
す
る
の
か
。

利
用
者
の
負
担
増
、
保

険
者
で
あ
る
市
の
財
政
負
担

増
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
思
う
。
今
日
ま
で
続
け

て
き
た
介
護
保
険
制
度
を
持

続
し
て
い
く
こ
と
が
先
決
で

は
な
い
か
。
市
町
村
が
担
当

し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な

る
と
色
々
な
弊
害
が
出
て
く

る
と
思
う
。

福
祉
の
後
退
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
市
長
会
等
で
市

町
村
の
意
見
を
国
に
伝
え
て

い
き
た
い
。

頭
・
体
・
心
の
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
総
合
的
な
将
来

の
教
育
の
姿
を
求
め
て
、
広

く
意
見
を
聞
き
た
い
。
そ
の

中
の
一
つ
と
し
て
、
学
期
制

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た

い
。

国
の
農
業
施
策

の
目
玉
で
あ
る
「
農

地
中
間
管
理
機
構
の

創
設
」
は
当
市
の
農

業
振
興
に
つ
な
が
る

か
。従

来
か
ら
実
施

し
て
い
る
県
農
業
公

社
の
「
土
地
保
有
合

理
化
事
業
」
や
、
市

が
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
て
行
っ
て

い
る
「
農
地
利
用
集
積
円
滑

化
事
業
」
と
あ
ま
り
変
わ
ら

な
い
。
本
市
の
農
業
振
興
施

策
を
進
め
る
上
で
、
抜
本
的

な
改
革
に
な
る
か
、
と
い
う

点
に
お
い
て
は
懐
疑
的
な
制

度
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

独
自
の
制
度
と

し
て
、
生
活
の
安

定
や
福
祉
の
増
進

を
目
的
に
、
一
時

的
な
困
窮
に
対
す

る
住
民
へ
の
貸
付

事
業
を
実
施
し
て

い
る
自
治
体
も
あ

る
。
同
様
の
制
度

を
創
設
し
て
は
。

独
自
制
度
の
あ
る
と
こ

ろ
で
は
、
償
還
が
確
実
と
見

込
め
る
場
合
等
の
審
査
要
件

が
あ
り
、
連
帯
保
証
人
が
必

要
で
、
生
活
困
窮
状
態
の
改

善
に
つ
な
が
る
も
の
と
は
一

概
に
言
え
な
い
。

農
業
振
興
は

ほ
場
整
備
か
ら

現
在
の
国
の
農
業
施
策

だ
け
に
頼
ら
ず
、
遅
れ
て
い

る
「
ほ
場
整
備
」
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。農

業
振
興
の
た
め
に
も
、

都
市
的
な
土
地
利
用
の
調
整

を
は
か
る
う
え
で
も
、
ほ
場

整
備
に
は
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

安
心
の
高
齢
期
に

石井　　仁　議員

西川　泰弘　議員

問

問

問

問問

問

問

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

 

答
　
　
　
　
　
市
　
　
長

急な困窮への支援を

とらわれず!意識改革を

 

答
　
　
　
　
　
教
育
部
長

 

答
　
　
　
　
　
教
育
長

 

答    

農
林
商
工
部
長

北山地区のほ場整備
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り
隊
」
の
よ
う
な
組
織
づ
く

り
を
充
実
し
、
福
祉
活
動
や

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
は

か
る
。

社
会
福
祉
協
議
会
や
民

生
委
員
児
童
委
員
会
と
の
連

携
、
さ
ら
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
や
民
間
団
体
が
活
動
し
や

す
い
条
件
を
整
備
し
、
地
域

の
人
た
ち
が
お
互
い
に
支
え

合
い
助
け
合
え
る
、
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
に
取

り
組
む
。

 

答
　
　
　
保
健
福
祉
部
長

市議会の定例会は、３・６・９・１２月

の年４回開催されています。

市議会では、市民のみなさんの生活に

直結した重要な問題が審議されています。

市民の皆さんが選んだ議員の活動状況

や、市政の内容を知るためにもぜひ傍聴

にお越しください。

日程など、詳しいことは、
議会事務局（0736 － 77 － 0860）まで

お問い合わせください。

【傍聴手続き】
傍聴を希望される方は、当日受付で住

所・氏名を記入していただき、入場して

ください。（本会議の傍聴定員は、30人）

【受付場所】
本庁舎６階　議会事務局

中
山
間
地
域
に
お

け
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
対
策
は
。

中
山
間
地
域
で

は
、
国
・
県
の
補
助

金
、
合
併
特
例
債
、

辺
地
債
な
ど
を
活
用

し
、
過
疎
地
域
の
自

立
促
進
、
振
興
、
活

性
化
等
の
事
業
に
取

り
組
み
、
対
策
を
行
っ
て
い

る
。「

過
疎
地
域
に
活
力
を

与
え
る
こ
と
や
、
人
口
減
少

時
代
に
対
応
す
る
準
備
を
整

え
る
こ
と
」
を
重
点
と
し
て

い
る
。

地
域
に
残
っ
て
次
代
を

担
お
う
と
す
る
若
者
に
チ
ャ

ン
ス
と
希
望
を
与
え
、
将
来

に
わ
た
っ
て
そ
の
地
域
に
住

み
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で

き
る
よ
う
な
施
策
を
実
施
す

る
。

若
者
を
引
き
つ
け
る
地

域
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
は
。

若
者
、
特
に
子
育
て
世

代
の
定
住
者
が
増
加
す
れ
ば
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
確
実

に
活
性
化
す
る
。
そ
の
た
め

子
育
て
の
し
や
す
い
環
境
の

整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
市

内
10
ヶ
所
で
学
童
保
育
を
実

施
し
て
い
る
。

ま
た
総
合
的
な
ス
ポ
ー

ツ
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
の
拠
点

施
設
と
し
て
打
田
ス
ポ
ー
ツ

公
園
の
整
備
や
青
洲
の
里
公

園
内
に
大
型
遊
具
を
設
置
し
、

子
育
て
世
代
に
魅
力
あ
る
街

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

地
域
の
事
情
に
あ
っ
た

福
祉
の
取
り
組
み
は
。

災
害
時
等
に
対
応
す
べ

く
緊
急
通
報
体
制
の
整
備
や

要
援
護
者
リ
ス
ト
の
作
成
な

ど
、
各
種
支
援
事
業
を
実
施

し
な
が
ら
各
地
域
に
「
見
守

中尾太久也　議員

コミュニティの充実を!!
問

問 問

 

答      

企
画
部
長

 

答
　
　
　
　
　
企
画
部
長

 

答
　
　
　
　
　
企
画
部
長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
を

◆冠婚葬祭、慶事、見舞いおよび各種行事
等における寄付行為の禁止　（本人が出席
する結婚式の祝儀、香典等は除く）

◆あいさつ状の禁止

◆議員名、議員団体および会派名による年
賀・暑中見舞い等の各種広告の禁止

◆中元やお歳暮の贈答はしない

◆お祝い・おくやみ電報等は出さない
　（親戚・友人は除く）

市議会では、公職選挙法に基づき、虚礼を廃止

した議員活動を行っています。

具体的には、次のような項目です。市民の皆様

のご理解・ご協力をお願いします。

虚礼廃止に
ご理解・ご協力を！

議会を傍聴してみませんか

紀の川市議会だより　No.30　平成26年［2014］
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ちょっ
と

おしえ
て！

答弁

その後

答弁

その後

フェイスブックは無料
「いいね !」で PR 拡大

「いいね！」で
ファンを増やす 「カメラは見ている！！」

平成 25年 9月議会　森田　幾久　議員

SNS（ソーシャルネットワークサービス）
フェイスブックの活用はどのように考えるか。

市としては、広報紀の川とホームページを
主とした情報発信の充実をはかりながら、
SNSの活用を実施に向けて検討していく。

犯罪件数の多い場所に設置を検討する。

平成 26 年４月から紀の川市公式フェイスブック
を開始しました。紀の川市のタイムリーな話題を投
稿し、ユーザーに「いいね！」を押してもらうこと
で紀の川市を広く市内外にPRできます。観光や行
政情報だけではない、ちょっとしたまちの話題など
も発信していきます。アカウント登録がなくても閲
覧可能ですので、ぜひご覧ください。

平成 26 年度に、自転車盗が多発している下井阪
駅に防犯カメラを設置予定です。
現在、複数業者と打ち合わせ等行い、設置する防
犯カメラの規格や使用方法等について協議中です。
また、「紀の川市防犯カメラの設置及び管理運用
に関する要綱」も併行して検討中です。

駅前や学校周辺などの公共施設に、犯罪抑
止効果がある防犯カメラを設置できないのか。

平成 25年 6月議会　亀岡　雅文　議員

防犯カメラで抑止力を

紀の川市議会だより　No.30　平成26年［2014］
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河南学校給食センター建設現場を視察

委員会活動報告
各委員会では、議案の審査だけでなく、各委員会に付託された市民生活に深く

関ることについて議会の開会・閉会にかかわらず調査研究を行っています。
最近の活動状況についてお知らせします。

総務文教常任委員会
・河南学校給食センターについて（４月11日）
建設中の河南学校給食センターを現地調査。
また、現地調査終了後は、「調理配送業務委託の業者選定方法」
「センター完成後の運営方法」について、調査を行いました。特
に、センターの運営方法については、市と委託業者との業務分担に
ついて聞き取りを行いました。

・旧貴志川分庁舎の活用方法について（４月17日）
旧貴志川分庁舎整備事業については、平成26年第１回定例会にお
いて、
①現貴志川支所を含めた総合的な活用方法を検討すること。
②図書館再編については、２館それぞれの役割・機能を十分検討す
ること。
などの附帯決議を行いました。
今回は、この決議を踏まえ、再度計画内容の調査を行いました。

厚生常任委員会

・学童保育について（４月30日）
学童保育の現状を把握するため、「太陽の子」（紀の川市打田）、「あら
かわ放課後児童クラブ」（紀の川市桃山町市場）、「こどもくらぶ」（紀の
川市貴志川町上野山）を視察しました。

・麻生津簡易水道区域拡張工事（鞆渕・細野）の概要について
（５月21日）

産業建設常任委員会・総務文教常任委員会連合審査会
・都市公園（市民公園）整備事業について（５月15日）
市民の新たなスポーツレクリエーションの拠点施設となる市民体育館の建設工事がいよいよ始まりました。体育
館は、平成27年に開催される「紀の国わかやま国体」のハンドボール競技の会場として使用されます。また、市
民体育館の建設に続き、市民プール、ランニングロードなどの整備も行い、事業全体が完了するのは平成27年度
中になる見込みです。
当審査会では、当該事業には多額の費用も要することから、将来世代の負担とならないような計画を提案してい
ます。今後とも事業の行方を注視し、引き続き厳しく調査を行います。

紀の川市議会だより　No.30　平成26年［2014］
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７月２日から４日の３日間、佐賀県武雄市、唐津市、福岡県春日市へ視察研修を行いました。
武雄市では、指定管理者制度を導入し民間企業に管理・運営を委託して運営する図書館について、樋渡市長か
ら同図書館の魅力や導入までの経緯等について説明を受けた後に視察を行いました。
武雄市図書館は本来の本の貸出しのほか、本の販売やＣＤのレンタル等も行っており、また館内にカフェが併
設され、コーヒーを飲みながらの読書が可能であるなど、他の市立図書館とは一線を画した図書館でありました。
また、武雄市は学校教育分野においても先進的な取り組みが行われており、タブレット端末を導入した『スマ
イル授業（武雄式※反転授業）』や学習塾のノウハウを学校の授業に取り入れた『官民一体型学校』についての研
修も行いました。
次に、唐津市では『公共施設の再編』について研修を行いました。
唐津市は紀の川市同様に近隣９市町村の合併により誕生した自治体であり、同市の旧役場庁舎や廃校になった
学校施設等の今後の利用計画について説明を受け、そのあと活発な意見交換を行いました。
次に、春日市では『コミュニティ・スクール』について研修
を行いました。
『コミュニティ・スクール』とは、学校と保護者や地域住民が
ともに知恵を出し合い、学校運営に意見を反映させ、一緒に学
校づくりを進める仕組みであり、子どもの『生きる力』を育て
るためには、学校教育だけでは補えず、家庭教育や地域教育と
連携した取り組みが大切であることなどを導入当時の校長より
説明を受けました。

※反転授業…従来の復習重視のスタイルから予習重視に
　『反転』させた授業

地域密着で親しまれる広報紙づくりを学ぶため、「第 27回近畿市町村広報紙セミナー」を受講しました。
昨年、奨励賞を受賞したことから、「こんにちは議会です」が事例発表となり、議会広報特別委員会の森田委
員長（写真 中央）が紀の川市のPRと、「紀の川市議会は政務活動費がないので、記者会見の場でなくてよかっ
た。」と冗談をいれながら、議会広報づくりのコンセプトを発表しました。

「こんにちは議会です」で事例発表！

私たち広報委員も、より一層努力し、「見やすく・読みやすい議会広報」を
めざして、また、「最優秀賞」に選ばれるよう頑張っていきますので、ご期待
ください。

武雄市立図書館を視察

視察レポート 総務文教常任委員会
7月2日〜4日

●佐賀県武雄市
●　〃　唐津市
●福岡県春日市

日　時：7月14日（月）～15日（火）
主　催：毎日新聞社
場　所：毎日新聞社大阪本社
　　　　毎日インテシオ
参　加：石脇委員・大谷委員
　　　　森田委員長

紀の川市議会だより　No.30　平成26年［2014］
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麺
づ
く
り
一
筋

『
麺
彩
工
房

ふ
る
里
』

―
創
業
は
何
年
に
な
り
ま
す
か
？

も
と
も
と
、
う
ど
ん
屋
を
や
っ
て
た
ん
で
す
が
、「
麺
彩
工
房
ふ
る
里
」

と
し
て
創
業
し
た
の
が
平
成
13
年
で
す
。

―
創
業
の
き
っ
か
け
は
？

主
人
が
早
く
に
亡
く
な
っ
た
ん
で
す
が
、
生
存
中
か
ら
粉
河
寺
を
中

心
に
街
を
盛
り
立
て
る
た
め
に
「
よ
も
ぎ
う
ど
ん
」
を
作
っ
て
た
ん

で
す
。

紀の川市でがんばってます!!
紀の川市議会だより　No.30　平成26年［2014］
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特集
Part2

と
こ
ろ
が
、
主
人
が
亡
く
な
り
ど
う
し
よ
う
と
思
っ
て
る
時
に
、
Ｊ

Ａ
の
「
め
っ
け
も
ん
広
場
」
が
オ
ー
プ
ン
し
て
あ
っ
た
の
と
、
麺
を

作
る
機
械
を
持
っ
て
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
や
っ
て
み
よ
う
と
思
っ

た
ん
で
す
。

―
ど
の
よ
う
な
物
を
作
ら
れ
て
い
ま
す
か
？

「
和
歌
山
ラ
ー
メ
ン
」「
よ
も
ぎ
う
ど
ん
」「
梅
う
ど
ん
」「
わ
か
め
う

ど
ん
」
な
ど
な
ど
で
す
が
、
注
文
に
応
じ
て
地
域
の
特
徴
の
あ
る
麺

作
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
和
菓
子
も
作
っ
て
ま
す
よ
。

以
前
に
は
、淡
路
島
方
面
か
ら
の
依
頼
で
「
玉
ね
ぎ
う
ど
ん
」
を
作
っ

た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

ヒ
ル
ナ
ン
デ
ス
！
で
全
国
第
５
位
ナ
ン
デ
ス
！

―
そ
の
な
か
で
も
、
人
気
商
品
は
ど
れ
に
な
り
ま
す
か
？

「
和
歌
山
ラ
ー
メ
ン
」
で
す
ね
！

お
昼
の
情
報
番
組
「
ヒ
ル
ナ
ン
デ
ス
！
」
で
、
楽
天
の
通
販
売
上
全

国
第
５
位
と
紹
介
さ
れ
た
ん
で
す
。

一
人
前
か
ら
Ｏ
Ｋ

―
商
品
の
特
徴
は
？

も
ち
ろ
ん
醤
油
と
ん
こ
つ
味
で
、
日
持
ち
の
す
る
半
生
麺
を
使
用
し

て
い
ま
す
。

一
人
前
か
ら
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、一
袋（
一
人
前
）で
ス
ー
プ
も
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
る
ん
で
す
よ
。

―
主
な
卸
先
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

Ｊ
Ａ
直
売
所
で
は
、
め
っ
け
も
ん
広
場（
紀
の
川
市
）・
や
っ
ち
ょ
ん

広
場（
橋
本
市
）・
と
れ
た
て
広
場（
海
南
市
）に
置
か
せ
て
も
ら
っ
て

る
ん
で
す
。

ま
た
、
よ
っ
て
っ
て（
イ
オ
ン
）・
と
れ
と
れ
市
場（
白
浜
）に
も
置
い

て
ま
す
よ
。

通
販
で
は
「
楽
天
」
で
注
文
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ま
す
。

そ
こ
に
し
か
な
い
物
を

―
今
後
の
夢
や
店
の
展
開
な
ど
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

今
ま
で
と
同
様
に
地
域
の
物
を
使
っ
て
、
そ
こ
に
し
か
な
い
特
徴
の

あ
る
商
品
を
作
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
ね
。

鞆
渕
の
黒
豆
を
使
っ
て
の
う
ど
ん
も
面
白
い
か
な
と
思
っ
て
ま
す
よ
。

紀の川市でがんばってます!!

取材を受けるオーナーの小河さん（右）
記事は森田委員（左）と竹村委員（中）が担当

紀の川市議会だより　No.30　平成26年［2014］
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こ
の
た
び
、
高
校
総
体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
和
歌
山
県
予
選
が

行
わ
れ
、
紀
の
川
市
内
の
粉
河
高
校
か
ら
は
男
女
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
と
男
女
卓
球
部
が
、
ま
た
、 

貴
志
川
高
校
か
ら
は
男
女
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
部
が
、
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
て
男
女
ア
ベ
ッ
ク
で
全
国
高

校
総
体
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
市
内
の
高
校
生
が
頑

張
っ
て
る
姿
を
「
街
の
ほ
っ
ト
ニ
ュ
ー
ス
」
と
し
て
、 

特
集
さ
せ

て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

来
年
行
わ
れ
る
、 「
わ
か
や
ま
国
体
」
へ
の
出
場
も
、
夢
は
ふ

く
ら
み
ま
す
。

め
ざ
せ
！
わ
か
や
ま
国
体
！

スマッシ
ュ！

粉河高校
男子卓球部（27年ぶり ２回目）
女子卓球部（27年ぶり ２回目）

一戦必勝でベスト８を目指す！
27年振りのアベック出場

アベックでインターハイ出場！

※ 8/5 〜 8/9 山梨県甲府市で全国総体

紀の川市議会だより　No.30　平成26年［2014］
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貴志川高校
男子アーチェリー部（２年連続 ６回目）
女子アーチェリー部（12年ぶり ３回目）

男子は上位入賞！
女子は予選突破（16位以上）！

初のアベック出場

粉河高校
男子ハンドボール部（21年ぶり ３回目）
女子ハンドボール部（５年ぶり 20回目）

男子はベスト 16！
女子は初戦突破！

33年振りのアベック出場

街のほっトニュース

アベックでインターハイ出場！

※ 8/1 〜 8/7

神奈川県川崎市で全国総体

シュート！

時速
200キ

ロ！

※ 8/1 〜 8/4

千葉県市原市で全国総体

17　Kinokawa City Gikai Dayori
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編
集
後
記

教
え
る
人
は
、
同
時
に
そ
の
教

え
る
人
た
ち
か
ら
、
教
え
ら
れ
る

存
在
で
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
学
校
の
先
生
は
、
教
え

子
た
ち
か
ら
教
え
る
知
識
の
不
十

分
さ
と
、
教
え
方
の
不
備
を
教
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

市
議
会
議
員
も
、
市
政
に
対
す

る
知
識
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
よ
り

少
し
は
多
く
持
っ
て
判
断
し
て
い

る
に
し
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
に

ち
ゃ
ん
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、

十
分
理
解
さ
れ
て
い
る
の
か
は
常

に
心
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
議
員
も
昔
と
同
じ
や
り

方
で
は
、
今
後
ま
す
ま
す
厳
し
く

な
る
地
方
行
政
に
対
応
し
き
れ
ま

せ
ん
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
声
を
糧
に
し

て
成
長
し
て
行
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。最

近
の
国
政
に
目
を
転
じ
る
と
、

功
を
焦
る
あ
ま
り
か
、
一
方
的
で

急
ぎ
過
ぎ
て
い
る
感
が
し
て
し
よ

う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

（
Ｙ
・
Ｎ
）

那賀地方中学陸上大会（6/3）

少年野球夏季大会（6/9）

大賀ハス（平池）

開設したパークゴルフ場（打田地区）

関空でトップセールス（7/7）


